
令和５年度 学校評価報告書
行方市立玉造中学校長 山野 稔

１ 本校の教育目標
「自立貢献」 ～人の役に立つ喜びを実感できる生徒の育成～

２ 本年度の重点施策
生徒が主役 ～一人一人のよさを認め、生かし、自信をつけさせる～

① 学力向上（磨き合い）
② 居場所づくり、絆づくり（響き合い）
③ 強い心・強い体づくり、本物に触れる体験（高め合い）

３ 評価結果

重点施策① 学力向上
努力事項 取組等の成果と課題 次年度の改善策

１ 生徒が意欲 【具現化のための取組】 ◇「学び直しの時間」
的に取り組み ○学力向上に向けた研修（研究授業・協議等）による授業改善 の充実に向けて、教
「できた」「わ ○全教科で玉中授業スタイルの実施 育課程や授業の工夫
かった」と実 ・学力向上に向けた研修の充実 改善を図る。
感できる授業 ・生徒の活動・対話時間を増やす授業の改善
の実践 ○習熟度別学習による個に応じた指導の実施 ◇ＩＣＴ機器を活用し

・数学科・英語科において複数教員により実施 た授業の積極的な実
○ＩＣＴの効果的な活用 践とともに、教師一
・普段の授業から一人一台端末を使いたいときに使えるよう 人一人のメディアリ
な授業の工夫 テラシー向上、ＩＣ

Ｔ機器活用能力の向
２ 学んだ学習 ○学習内容を確実に身に付けさせる取組 上を図る。
を確実に身に ・日課表を工夫し、「学び直しの時間」を創出。全教科にお
付けさせる実 いてすべての職員が関わり、複数教員によって実施 ◇家庭学習の習慣化に
践 ・加配教員による英語科の授業実践 関しては、今後も生

徒の実態を考慮しな
３ 自ら学ぶ意 ○家庭学習の習慣化 がら工夫して実施し
欲を高める指 ・家庭学習の手引きの再編と生徒へのガイダンスの実施 ていく。
導の充実 ・家庭学習強化週間の設定

◇生徒の学力向上に繋
【成果】 がる、有益な家庭学
・「授業がよくわかる」と回答した生徒が、昨年度より６％増 習になるような工夫
加した。 改善を図る。

・県学力診断テストにおいて、１学年英語（2.1ポイント）、
１学年社会（0.6ポイント）と ２学年数学（11.7ポイント）、
２学年国語（0.5ポイント）が県平均を上回った。２学年に
ついては、５教科平均も0.9ポイント県平均を上回っていた。
これも、学力向上に向けた研修の充実と振り返りの時間を確
保したことによる成果と考えられる。

・家庭学習への取組を強化したことにより、「90分以上家庭学
習をする」生徒の割合が59.1％（昨年度より5.1％上昇）と
なった。

【課題】
・家庭学習の時間は増加したが、家庭学習で何をしてよいか分
からないという意見もあった。また、生徒自身が授業と家庭
学習につながりを実感できず、学力向上に直結していない様
子が見られた。



重点施策② 居場所づくり、絆づくり
努力事項 取組等の成果と課題 次年度の改善策

１ 一人一人が 【具現化のための取組】 ◇コロナ禍後の行事等
活躍できる場 ○生徒が主体で取り組む学校行事の実施 の在り方について、
や機会の創出 ・体育祭 ・かすみ祭（合唱） 内容の見直しを図る

○学年を超えた縦のつながりを深化
・生徒会活動や縦割り班活動を実施 ◇生徒会やボランティ

ア委員会を中心に生
２ 道徳教育の ○「自立貢献」を核とした道徳教育の充実 徒による生徒（学校）
充実 ・担任外を含め道徳の授業を実施するローテーション道徳の のための活動を促し

実施 ていく。
○ボランティア活動の充実

◇「個別の教育支援計
３ 生徒一人一 ○特別支援教育の充実 画・指導計画」の修
人を大切にし ・特別支援担当者の研修会への積極的な参加 正を行い生徒にとっ
た教育の実践 ・自立活動の授業の充実 てより有益な手立て

・普通学級にいる生徒も含めた個の困り感に寄り添った指導 を講じられるように
○生徒一人一人の人権に配慮した指導 する。
・生活アンケートや日常の観察によるいじめ問題等の早期発
見とチームによる早期対応 ◇インクルーシブ教育、

・多様性に配慮した制服の見直し 合理的配慮について
○いじめ、不登校生徒等の関係機関との連携 の共通・共通実践を
・スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーだけ 深める。
でなく、鉾田児童相談所、行方警察署、市役所、教育委員
会等と、事例に応じて関係機関と連携 ◇特別支援教育の視点

に立った生徒理解と
【成果】 生徒指導の充実を図
・コロナが５類に移行したことで、安全面に配慮しながら、生 る。
徒主体の活動を多くの方に見てもらうことができた。

・「学校が楽しい」、「みんなで何かをするのは楽しい」と肯定
的な回答する生徒はそれぞれ88％、91％と高い結果であった。

・校長の呼びかけにより、学校花壇の定植学校花壇の定植ボラ
ンティアを募集したところ、多くの生徒が参加した。

・縦割り班活動による、校庭のボランティア清掃活動を実施し
できた。

・多様な「生きづらさ」を感じている生徒が多く在籍している
ことから、特別支援教育に対する教職員の研修の充実に努め
てきたことで教職員の意識は高ってきた。

・生徒や保護者の困り感や事例に応じた関係機関と連携したこ
とで、解消できた事例が増えた。

・道徳の授業や普段の学校生活での指導により、「いじめは、
どんな理由があってもいけないことだと思う」に「その通り」
だと回答した生徒は96％であった。

【課題】
・学校生活アンケートの「学校が楽しい」と回答した生徒は、
昨年度と比較して、大きな伸びは得られなかった。まだ、生
徒が中心となって取り組める活動を充実させる余地があると
考える。

・不登校や長欠生徒の増加傾向が見られる。本人や保護者の困
り感に寄り添い対応を継続していく必要がある。



重点施策③ 強い心・強い体づくり、本物に触れる体験
努力事項 取組等の成果と課題 次年度の改善策

１ 「自分」を 【具現化のための取組】 ◇外部講師による保健
大切にする関 ○思春期ふれあい講座、薬物乱用防止教室等の実施 に関する指導を予定
わりの充実 ○ＳＯＳの出し方教育 どおり実施すること

・生徒指導主事による「ＳＯＳの出し方教育」を全学級で実 ができた。専門家に
施 よる指導の効果は大

○むし歯治療の啓発活動 きいことから今後も
実施していく。

２ 体力作りの ○体育の授業の工夫（運動量の確保）
推進 ・生徒が主体的に取り組める、活動や場の工夫 ◇運動部活動の加入率

○生徒が主体的に取り組む運動部活動 が６割程度と低いた
め、昼休みの外遊び

３ 早寝・早起 ○栄養教諭（北浦中兼務）による食育授業の充実 の推奨等、体力向上
き・朝ご飯の ・全学級で食の大切さに関する食育教室の実施 の仕掛をしていく。
推進 １学年「朝食の大切さについて理解する」

２学年「部活動を考えた食事について理解する」 ◇緊急時に自分を守れ
３学年「受験に備えた食事について理解する」 ることや活動中のけ

がの未然防止ができ
４ 本物に触れ ○行方市教育委員会主催の陸上自衛隊施設学校音楽隊による るなど安全教育の充
る体験の推進 芸術鑑賞教室に参加した。本物のオーケストラの演奏を聴 実を図る。

く機会には大きな意味があると考える。
○外部人材の活用 ◇むし歯の治療率は、
・専門家による指導 これまでの取組に加
・コミュニティ・スクールの活用 えて、保護者にさら

に理解を得られるよ
【成果】 う発信の工夫をして
・産婦人科医による思春期講座、薬物乱用防止講師による薬物 いく。
乱用防止教室、栄養教諭による食育の授業等、外部講師によ
る行事を予定どおり実施できた。専門家による指導の効果は
大きく、生徒たちも真剣に取り組むことができた。

・コミュニティ・スクールによる、授業ボランティアの活用が
できた。１学年で技術科の「のこぎり・かんな指導」、２学
年で総合的な学習の時間「電話のかけ方講習」生徒が主体的
に学習に取り組むことができ、学びや体験が充実した。

・「SOSの出し方教育」を実施したことにより、「助けて」と発
信する生徒が増えた。

・むし歯の治療率は、個別の通知や保健だより、三者面談等で
知らせてきた結果64％となり、昨年度よりも20％近くアップ
した。

・県大会出場 サッカー部、男女ハンドボール部
バレーボール部、卓球部、野球部
ソフトテニス部、バドミントン部

【課題】
・体力テストの結果は、「A+Bの割合」が49.9％と昨年度の46.
2％と同等程度となり、生徒の運動能力に関する実態を分析
し、必要な運動を意図的、計画的に取り入れて体力の向上
を図っていく必要がある。

・外部人材の活用をさらに拡大できるよう、関係機関やコミュ
ニティ・スクールと連携していく必要がある。


